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コッホガ鳶「ツ’ヽ゛｀４･クリンJJy作成シテ治療界こ

呼ビカケタル際其ノ治療成績ノ芳シカラずル篤

メ世人ノ耳目ヨリ「ヽソペ｀ルクリン」ソノモノ迄モ

葬り去ラレントシタルニ、1906年ウ４－ンニ於

テピルケー（1レ｀止ヒノ「ツ’゛ルクリン」ヲJ以テホ吉4亥

　

一

　

一-一一一

罹患ノ有無サ診断フ、ル一方法ヲ案出シ、狐ｙニ

「ツベルクリン」ハ再ビ新生命テ獲得シ、同時二

結核研究ノ上ニモ一新紀元が確立セラレ、世界

ノ學者畢ツテピルケー反座ノ追試サ行ヒ木邦ﾆ

　　　　　　

ｰ-一一一一一一一一

於テ､モ既二古ク明治43年伊東教授（2）同44年酒

井氏（:句ノ検査成績登表セノレタリ。然ルニピルケ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一一

一ノ考案セルが法ノヽ手技ニョツテ反吃度異り易
－

ク、陽性判定ノ標準ユ訣陥アリシコ1ヽト、更ニ

Hamburger rnd Montい4）が1905年二特表セ

ル廣汎ナル検索ヲ･行ピクル土地が偶い゛川一ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー

ノ貧民窟ニシテ結核蔓延ノ地ナリシヲ以テ氏等

ノ業績ヲシテ常時一般二信ゼラレタルベーリン
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ゲノ結核が小見期二感染ノ、ノレテウ暇次々裏書セ

ルニILリ、同一方法サ追試セル人々何レモピル

ケー法ノ訣鮎刊兌ソ､ル能ハズシテ結核ノヽ既二小

見期二殆ンド100匹感染スルモノナリトノ号ヘ

ハ暗闇裡二事賓トシテ諸家ノ黙認いﾚ所1ヽナレ

リ。然ルニ其､ノ倣年後1908年頃二至りMendel,

Roux, Mantouxが｢ツ・ヽごルクリン｣皮内反忠ノ

正確ナルコトヲ主唱シ、之二加フルニ病理解剖

學的二結核初感染ガシカク乳幼見二多カラずル

所見ノ登表テ見ルニ及ビ内外諸家ノヽ｢ツベルク

リン｣反忠陽性命ノ再検討二著手セリ。

本邦二於テノヽ大正14年有馬教授(5)が小學見童

二就テ7―16歳ノ見童807名ノ｢ツベルクリン｣

反庖陽性卒が42.0%ニ過ギデルコトヲ報告セ

ルラ始ｊいヽシ、大正15年井上(6りヽ小學見童二

就キ、昭和５年青島(7J等ノヽ看護婦二就テ、上

田≒小林(9)等や海軍二於テマンツー氏ノ方法

　　　　　　　　　　　　　　

㎜㎜-乙●w'‾‾ﾐ‾

　

１
ケ以テ検索シテ結核未感染者ノ意外二多キヲ報

セ）レト共ニ、結核未感染者ノ初感染二績登シテ

備後不良ナル経過ヲリレモノ多キサ示セリ。他

方岡治道博±４りヽ初期受化群ヲ病理解剖學的二

精査シ14歳未満二於テハ66％ニ淘初期噫化群

舛澄明シ得ズ15―25歳二於テモ恂21％ニ初期

愛化群ノ存在セデルモノアルヲ･報告セリ。更二

同氏ｏが｢結核膝防ノ問題｣ナル論文テ晋表りレ

ニ及ビ漸クーシテ諸家ハ｢ツベルクリン｣反忠検

査ノ4Tf要性づ･認識シ、汎ユル材料ラ柿・ヽ競ヒテ

之が検索ヲ･行ヒ結核罹患ノ有無グ調査シテ保防

對策サ講ズルト共二陽韓時ノ所見、初感染ノ問

太田゜青少年゛i'ツ’゛ルクリッ｣反感二就テ 【第17巻968



第12胱】 太田゜青少年バク４ノ゛クリン｣反庶二就テ

題ヲ研究ソ、ルニ至り‘種々有盆ナル研究業績ノ貨

表テ見ルこ至レリ。、

然ルニ｢ツベ｀ルクリン｣ノ用量及ビ判定法二於テ

戸田教授筒等ノ指摘セル如ク諸家ノ間ニー一定ノ

規準ナク今ソノ青少年男子二就テ従来報告セラ

レタル検査成績ヲ表示スlノバ第１表二示スガ如

ク其ノ方法種々多様ナリ。但シ陽性孝二開シテ

ノヽ著者ノ青少年ト比祓スルタノ･便宜上15－20

歳程度ノ男子二就テ行ハレタルモノノミヲ取捨

選拝セリ。本表二依レバ15―20歳ノ青少年男

子ノ｢ツベルクリン｣反恵陽性孝ハ最高、日置、井

｣ゴ13)(昭和10年)が大阪府師範學校二於テ16－

20歳ノ生徒ノ95．2％ノ陽性孝二對シ、最低ハ

藤田゛(大阪・昭和６年)ノエ場二於ケル15歳ノ

男女36名ノ18％ヲ除ケバ、小林(9)(昭和５年)

ノ海軍少年航空兵(14―17歳)ノ30．4％、砂川奏

(昭和10年)ノ奈良語中・小學校生徒15歳37．4％

ニシテ慨シテ青少年男子ノ40－50％､ハ陽性ト

セラレタリ。叉近時古屋教授(16)一門ノ研究ニョ

リ福井語下小學見童ノ｢ツ・ヽごルクリン｣反恵陽性

孝ノ地方的分布が山間、平原、海演ニョリテ異

リ、其ノ罹病者死亡率ヲ比較シテ興味アル事賓

ノ農表テ見タルモ、寺尾(17)、新井(18)、野津(均等

ノ東京二於ケル、日置(劉等、今村(20)等ノ大阪二

於タルモノハ比較的高率(95．2－63．1％)－シテ

有馬(21X22)等、金井(23)、清水叫等ノ北海道二於ケ

ルモノ(77．4－44％)之二次ギ、井上(6)ノ九州

二於ケルモノ(37．7％)、砂川圃中谷伺等ノ奈良

二於ケノレモ/ (37.7―28が)・ヽ陽性卒低ク、叉橋

積(ｙノ沖繩証小學見童(7―14歳)ニ於ケル検査

成績ハ43．9％ノ比較的高率ニシテ地方的二差

異アフレヤニ観ゼラルルヲ以テ此ノ脆ヲ検乖スル

ノ･ヽ興味アノレ事賓ナノレベシト､Ｓ‘唯セラノレ。

國策達成ノ篤二組織-trラレタ川繭蒙開拓青少年

義勇軍二於テーハ向後20年間－100萬人ノ青少

年ヲ北浦ノ地二拓､士トシテ移住4=こシｊント企圖

969

シ昨年来各府照ヨリ主トシテ農村ノ青少年が選

抜セラレ、２ヶ月間茨城瓢内原ノ訓練所二於テ

各種必要ナル訓練一受ケタル後渡面シ、年力数

萬ノ移住行ノリレルコトトナレリ。

然ルニ満洲國二於テ従来検索セラレタル「ツペy

ルクリン」反恵陽性率ハカナリ高値ニシテ（西

堀（９、満峨衛生課（汽廣木c29×30X31等、王等（3≒仙

波33剛等）其ノ青少年二開スルモノノミヲ見ル

モ既ニ11―12歳二於テ60－70％トセラレ、1＆

－20歳二及ベバ90％前後二達シ、特二満人、

蒙古人、露西亜人二高率－シテ結核死亡率モ亦

極ｙテ高シ。

青少年義勇軍中ニ｡ハ従来諸家ノ報告二徴スルモ

結核未感染者少カラザルノ｀1容易二想像セラルル

所ニシテ斯カル青少年が結核ノ蔓延甚シキ満洲

二進出シタル場合、其ノ感染テ受クルモノアル

コトノヽ避ケ難キコトナルベシ。叉義勇軍ノ「ツ

ベルクリン」反息陽性者中ニモ無自発ナル開放

性肺結核患者ノ混入シ居ルコトモ避ケ難キ事賓

ナリ。一般二集團生活二於テ開放性肺結核患者

が周園二及ボス危陰率ハ集團中二結核未感染者

多キ程愈々大ナリ。、而シテ移住地二於ケル気候

風よ生活様式ノ激憂等ハ身値ノ抵抗カテ弱ｙ晋

育テ容易ナラシムル可能性大ナルヲ以テ結核倹

防二就テノ對策ノ１移民事業完成ノ土二極ｙテ重

要ナル問題ナリ。

著者ハ恩師坂口教授ノ御指導二基キ昨年５月内

原訓練所聾長トシテ赴任以来本問題二腐心シ、

結核性患者ノ渡満前登見二努カスルト共二之等

青少年結核憧防策ノ第一歩トシテ結核既感染者

ト未感染者ノ割合ヲ知ランド欲シ「ツベルクリ

ン」皮内反恵ヲ検査シタルニ偶々全國各府瓢ヨ’

リ多数ノ青少年集合セルタ・･全國地方別「ツ・｡こご

ルクリン」反嘸陽性率ヲ知り得タルテ以テ茲二

報告セントノ人ル次第ナリ。
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第12妓】 太田＝青少年ノ「ツベルクリｙ」反哩二就テ

賞験方法

被検者ハ満蒙開拓青少年義勇軍二入隊ノ、／､ごク全

國各府賑ヨリ選抜セラレ、昭和14年５月以降

同年11月迄二茨城瓢内原訓練所二入所セ｡･・年

齢15歳乃至20翫ノ青少年合計14, 727名ニシ

テツ「ベルクリン」反吃検索ハ入所営日叉ハ其ノ

翌日こ之４施行セリ。東京帝國大學傅染病研究

所製－ンツー反庖用稀憚「ツベルクリン」（2000

倍)ヲ使用シ、其ノ0.１ｃｃｍヲ･正確二前博掌側皮

971

内二注射シ48時間後二轡脚規(｢キヤリバー｣)

ヲ'以テ賛赤ノ横度ト縦度トラ計測セリ。其ノ際

周焦炎症り呈シタル若干名ノモノニ於テハ中心

部ノ殼赤ノミヲ探1ノリ。而シテ登赤1.0cm以

上列陽性、O．み0．５Ｃｍヲ･擬陽性、0.4cm以下

ラ陰性トシ1.0cm以上ノ陽性者二就キ陽性率

表刊乍成セリ。

賓験成績

昭和13年５月以降11月迄四次二亙リテ内原訓

練所二入所セル青少年「ツベルクリン」反庖陽性

阜ハ第２表二示ス如ク最高時28.9±0．86χ、最

低時24.6±0．92％ニシテ、合計14,724名二就テ

ハ27.0±0．36％ノ陽性率り示シタリ。之等青少

年､ハ全國各府瓢ヨリ集合セルヲ以テ之レプ出身

地各府瓢別二見ルニ其ノ順位ハ第３表二示ス如

第２表

　

入所別し｀タ’リ1/クリン」反哩陽性率表

入所時 總敷 陽性者斂
陽性率

　r％｀）平均誤差
　ｍ(％)

第一次（５月） 8174 2209 27.0 土0.49

第二次（７月） 2186 537 24.6 士0.92

第三次(9月) 2762 798 28.9 士0.86

第四次､11月） 1605 442 27.5 十1.11

計 14727 3976 27.0 十〇.36
－

第３λ

　

府類別７ツ゛″クリ心皮内反喉陽性率夫

リ

ｱｸ

必

　
　

タ

ぢ

　
　

み

Ｊ

　
　

ぷ
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ク最高大阪府72.4±4.23^、最低宮城1114.9

±1．35％ナリ、、各部出身者ハ何レモ前述ノ如ク

15歳乃至20歳(主トシテ16歳乃至19歳)ニシ

テ特二年長者ノミノ部モ亦年少者ノえノ部モナ

ク大鱈年齢的分布ハ各府部同様ニシテ且第一次

乃至第四次ノ入所二際シ常二略カ同卒ナル陽性

度テ示セルヲ以テ本賓験ノ結果ハ全國各府部青

少年｢ツベルクリン｣反庶陽性率ト見倣シ得ベ

シ。依ツテ之ラ地理的分布ノ黙ヨリ見ルニ近畿

諸部ハ漑シテ高率ニシテ何レモ30X以上ノ値

ヲ･占八大阪府/ 72.4±4.23ガヲ初ノ･京都府

42.4±3．51％、兵庫M42.9±3．13％ニシテ奈良

部､ハ總人員二於テ過少ノ憾アルモ40.5±6.80

％ニ常レリ。其ノ他二於テモ人工伺密ナル東京

府(44.4±4.17が)紳奈川M(42.5±5．79％レヽ何

lノモ比較的高率ザ示セリ。一般二東北諸語ハ低

値ヲ示シ宮城(14.9±1．35％)山形(16．0±1.27

X)扁島(16. 1±1．68％)岩手(16.2±1．98X)秋

田(17.5±1．79％)ナレドモ北海道ハ30．8±1.95

ガユシテ之ト地理的二相對セル青森照ノヽ29.5

±2.48ガナリ。開販地方二於テハ前記東京、紳

奈川ハ比較的高卒ナルモ他ノ諸語ハ茨城(25.1

±2.34%)群馬(23.8±2．35％)埼玉(20.3±3.28

％)千葉(18.4±3．71％)=ニシテ何レモ平均値ヨ

リ下域二位ス。中部地方中北陸地力≒ハ新潟(26.2

±2.21が)テ除ケバ富山(33.1±2.99^)石川

(35.2±2．14％)禰井(40.2±4.54%)ハ何レモ高

値ナリ。之二反シ長野懸ノヽ17.2±1．18％ノ低値

ヲ示シ、東海道諸照ハ静岡(26.8±2.70が)愛知

(33.8±3.27が)岐阜(27.3±2.48%)山梨(27.4

±3．36％)、ハ何レモ平均値前後或ハ秤い上界ノ

値テ示セリ。近畿地方二於テハ前述ノ如ク何レ

モ高率ナレドモ滋賀語(30．9±4．16χ)ノミ梢ｔ

平均値二近シ。中國地方二於テハ山陰地力≒ハ鳥

取(23.4±3．81％)島根ほ8．0±3.48%)何レモ

梢丿剛直ナルモ山陽地方二於テノヽ岡山(28.3±

2．3:1χ)廣島(27.0±2．05χ)山口(24.2±3.18

％)何レモ略｡々平均値前後ノ値二相常ヌヽ。四國

二於テノヽ太平洋二面シタル高知ハ25.9±?>.!!%

【第17巻

第４表

　

青少年｢ツペルクりｙ｣反庭成績府餌別表

地方 府顛名 被接着敷 陽性者斂 陽性半　(％･
平均誤差
　ｍ(％)

北海這1　558 172 30.8 十1.95
－

東

北

地

方

肯　森 339 100 29.5 十2.48
－

岩　手 346 56 16.2 ±1.98

宮　城 698 104 14.9 土1.35

秋　田 450 79 17.5 ±1.79

山　形 828 133 16.0 ±1.27

鎬　島 479 77 16.1 十1.68
－

関

東

地

方

茨　城 342 86 25.1 十2.34

栃　木 385 70 18.2 士1.97

群　馬 328 78 23.8 十2.35
－

埼　玉 150 31 20.3 十3.28
－

千　葉 109 ｀　　　20 18.4 十3.71
－

東　京 142 63 44.4 十4.17
－

紳奈川 73 31 42.5 士5.79

中

部

地

方

斯　潟 404 106 26.2 ±2.21

富　山 248 82 33.1 十2.99
－

石　川 501 176 35.2 士2.14

翻　井 127 51 40.2 十4.54
－

山　梨 175 48 27.4 土3.36

長　野 1024 176 17.2 土1.18

岐　阜 322 88 27.3 十2.48

評　岡 268 72 26.8 士2.70

愛　知 210 71 33.8 士3.27

三　重 76 28 36.8 十5.53
－

近

畿

地

方

滋　賛 123 38 30.9 ±4.16

京　都 198 84 42.4 十3.51
－

大　阪 112 81 72.4 十4･.23

兵　庫 254 109 42.9 ±3.13

奈　良 52 21 40.5 土6.80

和歌山 195 73 37.4 十3.47

中

国

地

方

鳥　取 124 29 23.4 士3.81

島　根 122 22 18.0 士3.48

岡　山 382 108 28.3 十2.31
－

廣　島 466 126 27.0 ±2.05

山　□ 182 44 24.2 十3.18
－

四

国

徳　島 293 101 34.5 ±2.78

香　川 234 88 37.6 十3.16
－

愛　媛 336 113 33.6 ＋2.57

高　知 135 .35 25.9 十3.77
－

九

州

紹　岡 164 50 30.5 十3.59
－

　佐　賛
〃　長　崎

505 118 23.2 十1.88

571 186 32.6 ±1.97

熊　本 439 102 23.1 十2.01
－
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地

方

大　分 500 150 30.0 土2.05

宮　崎 171 36 21.0 ±3.12

鹿見島 435 111 25.5 ±2.09

沖　繩 152 65 42.7 士4.02

總　　計 14727 3976 27.0 ±0.36

ナルモ瀬戸内海=沿岸諸題ハ香川(37.6±3.16%)

徳島(34.5±2.78%)愛媛(33.6±2.57%)何レモ

平均値ヨリ高率ニシテ且對岸山陽地方ヨリモ陽

性命高シ。九州地方二於テハ最高長崎題(32.6

±1.97が)最低宮崎M(21.0±3．12％)ニシテ多

少ノ差ハアレド゛モ禰岡(30.5±3．59％)大分

(30．0±2．05％)鹿見島(25.5±2.09)佐賀(23.2

±1．88χ)熊本(23.1±2．01％)等何レモ平均値

前後ニアリ。但シ沖繩題八九州ノ何レノ題ヨリ

モ洛カニ高率ニシテ42.7±4．02％ナルラ見タ

リ。

次二之等青少年時代ノ｢ツ⌒ごルクリン｣反恚陽性

命ノ年齢的分布予知ラントシ第三次及ビ第四次

入所/ 4,367名こ就テ年齢別統計り作成セルニ

15歳21.2±2.14%、16歳24.6±1．55％、17歳

27.8±1.449^、18歳29.8±1．38X。 19歳32.0

±1．37％ニシテ木統計ノ總員4,367名ノ平均陽

性命､ハ28.4±0．68％ナリキ。

更二叉此ノ第三、第四次入所者4,367名斗

其ノ出身市町村別二陽性命列

性命54．5±2．08X、町出身者30．7±1．64％、村

第５表 年齢別統計(第三次及第四次)

年　齢 總　数 皿㈱竺” 平均誤差
　ｍ(％)

15 250 53 21.2 十2.74

　16
--　17

769 189 24.6 十1.55

971 270 27.8 十1.44

18 1096 326 29.8 十1.38
－

19 1155 369 32.0 十1.37
－

20 126 33 26.2 ±4.02

計 4367 1240 28.4 ±0.68

出身者23.0±0．77χニシテ町村出身者ヲ合ス

レバ24.5±0．70ガノ陽性阜ヲ示セリ。

　

第６表

　

出身市町村別統計(第三次及第四次)

出身地 總　徽 陽性者撒 陽性率(％) 平均誤差　ｍぐ％）

市 575 1 308 54.5 士2.08

町 ｀　789 242 30.7 士1.64

村 3003 690 23.0 士0.77

町村計 3792 932 24.5 士O｡70

總　　計 4367 1240 28.4 士O｡68

狗參考ノ篤｡･1一之等青少年指導者タルベキ幹部

ヲ･養成スル幹部中隊二開シテ22歳乃至50歳ノ

183名二就テ調査セル（ツペ）レクリン」皮内反庶

成績,ハ69.3±3．41％ノ陽性率テ示シタリ。

　　　

第７表

　

幹部訓練生(22―50歳）陽性率

部　隊 總　徴 陽性者数 陽性率　(％) 平均誤差
　ｍ(％)

幹部中隊 183 127 69.4 土3.41

總括鮭二考按

昭和13年５月以降11月迄四次二亙り全國各府。

瓢ノ主トシテ農村ヨリ内原訓練所二入所セル年

齢15歳乃至20歳(主トシテ16歳乃至19歳)ノ

青少年14,727名二就キ｢ヽソベ゛ルクリン｣皮内反

庶テ入所時二検査セル結果ハ平均陽性率27．0

±0．38％ニシテ、「ツベルクリン｣皮内反咆成績

ハ集團検診二於テハ結核既感染者ノ卒ヲ示スト

考へ得ルヲ以テ本青少年ハ入所時脚亦約70X以

上ノ結核末感染者テ有スルナリ。既二海軍二於

テ小林が結核既感染ノ健康人二比シ結核未感染

者ノ｀ヽ集團生活中｢ツベルクリン｣反廳陽韓スレバ

結核発病シ死亡スルモノ叉高率ナルテ示シテ以

来内外諸家ハ結核涙感染者中ノ有疾健康者ヲ発

見スルコトニ努カスルト共ニ｢ツベルクリン｣反

息陰性者ラ監督シ其ノ陽性韓化二際シテハ稜病

二至ラデル様庇護スルノ重要ナルヲ説ケリ。而

モ従来西堀、廣木、王、仙波等ハ満洲國二於テ

｢ツ゛ルクリン｣反施陽性命高キサ述ベタリ。由

是観之満蒙開拓青少年義勇軍二於ｆハ其ノ約

70％ノ結核末感染者ラ有スル鮎二於テ、将来結
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核感染拉二登病二開スル問題・ヽ極メテ重大ニシ

テ其ノ對策ハ緊急ノコトト云フベシ、、

著者・ヽ内原訓練所二入所セル青少年が全國各府

題ヨリ略々同年輩ノ者が大膿同数二集マレノレコ

トヨリ全青少年ノ｢ツベルクリン｣皮内反息ヲ出

身各府題別二観察セシ結果ハ賞験成績ノ章二既

述セルガ如夕本統計ハ全國各府題青少年ノ結核

感染度ヲ比較シ得ルモノニシテ人口積密ナル

所、商工業ノ登達セル地、交通至便ナル地こ一比

シ山間ノ地、交通隔絶ノ地ヨリノ出身者ニハ浅

カニ結核未感染者散大ナルヲ･見タリ。卸チ東北

諸題、開束北部地方、山陰地方、中部山嶽地帯、

高知､宮崎ノ諸部ハ近畿膳部、東京、紳奈川諸部

等二比シ邁カユ結核脱感染者少シ。而シテ叉従

来ノ死亡統計及古屋教授16)等ノ研究ニョリテ結

核死亡ノ高率ナリト将セラルル北陸三部、北海

道、沖繩及瀬戸内海沿岸、四國諸題等ハ前述交

通、商工業、人口個密ノ程度二比シテ何レモ陽

性率高ク、之ハ既二學齢見童期二於テ結核感染

ノ機會二接スルコ1ヽ多キニ因ル1ヽ思惟セラル。

全國各團幄二於ケル｢ツベルクリン｣反謝成績ノ

報告ノヽ賓二数百ヲ以テ数フベキーモ拘ラズ青少

年二開フヽルモノハ比較的少ク大學保科生、中學

生、師範學校生徒二就テ有馬等(5);21)'22)砂川凧

日置等凧今村等ヤガ報告セルテ初ｙ洵=軍生徒

叉ハ少年航空兵(小林(9))工場(藤田町及健康相

談所一般患者(寺尾等!17ﾀﾞ1勺二於ケルモノガ代表

的ナルモノニシテ何レモ一部限局セル他方二於

テ賓施セラレタル成績ニシテ之ヲ比較對照シ

テ各府題ノ状況ヲ推知シ得ルノ≒廣ク各府題

ヨリ會同セル多数ノ青少年二就キテ本μ恚テ賓

施比較セルハ従来之ヲ文献二徴シ得デリシモノ

lヽ思惟フヽ。著者ノ成績ハ緒言中二示セル従来諸

家が｀各府征二於テ施行セシモノト比較シテ其ノ

陽性率二就テハ一致ノ､ル昌分モ一致セデル部分

モ多少存ノ、レドモ、其ノ従来高値ノ報告アル地

方二於テハ著者ノ場合ニモ高率ニシテ低値ヲ報

ゼラレタル諧地方二於テハ著者ノ成績二就テモ

【第17巻

大膿低値ナリ。

青少年ノ年齢別及ビ出身市町村別陽性率統計ニ

於テハ賓駿成紹ノ享二於テ述･ヽごタルガ如ク15

歳ト19歳トノ間ニハ約10％ノ開キヲ存シ、市

出身者ト町村



結

　　

論

昭和13年５月以降11月迄四次二亙り内原訓練

所二入所セル全國各府類ノ15歳乃至20歳ノ青

少年14, 727名二就キ入所時ニ「ツベルクリン」

皮内反息ヲ検査シテ次ノ結論テ得タリ。

1) 14,727名ノ全青少年「ツベルクリン」皮内

反意陽性奉ノヽ平均27.0±0．36χニシテ、とサ出

身各府類別二眺ルニ最高大阪府72.4±4.239^

ニシテ東京府44.4±4.17%之二次グ。最低ハ宮

城1114.9±1．35％ニシテ山形類16．0±1.27%

j

2）之等青少年ニハ結核未感染者カナリ多数二

俘スレドモ商工業ノ登達セル地、交通便利ナル

地、人口積密ナル地二比シ、交通不便ナル隔絶

地八一般二未感染者多数二存シ結核死亡統計上

死亡率高キ地方､ハ地勢、産業、交通等ノ状態二

比シ陽性奉梢ｌ高度ナリ。即チ近畿諸類、東京

府、榊奈川類、北陸三類、沖繩語、四國瀬戸内

海沿岸活語及ビ北海道ハ高率ニシテ、東北諸

語、山陰地方、長野類、宮崎類、高知類等二於

テ｡ハ比較的低率ナリ。

３）青少年「ツ・ヽごルクリン」皮内反感ヲ年齢別二

見レバ15歳21.2±2.74が、16歳24.6±1.55

χ、17歳27.8±1．44％、18歳29.8±1.38が、

19歳32.0±1．37％ヲ示セリ。

４）青少年出身市町村別・､開シテノヽ市出身者

54.5±2．08％、町出身者30.7±1．64X、村出身

者23.0±0．77％、町村ヲ合スレバ24.5±0．70％

ニ常レリ。

５）之等青少年二於テダヽ結核未感染者大多散

（約70％）尹占ムルラ以テ結核ノ感染登病拉一

橡防ノ問題ハ涵蒙開拓青少年義勇軍ノ事業完成

二於テ最モ重要ナル事項ナリ。

　

（本論文ノ要旨ノヽ昭和14年第17同日本結核病

學會二於テ講演セリ）

掴筆二臨ｉ笏始御懇篤ナル御指導蚊二御校閲ヲ辱ウセ

ノ1／恩師坂口教授ヲ始メ前助放授現内原訓練所病院長:高
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田，結核･第10巻.昭和７年.

　

22）有馬，山田，

宮浬,結核.第12巻.昭和９年. 23)金井,清水，

結核.第15巻.昭和12年.21｀清水，結核．第

16巻.昭和13年.

　

25）中谷,平尾,井上等，結

核．第15巻．昭和12年.

　

26）橋積，見科雑誌.

361妓.昭和５年.

　　

27 mm,賀川，満洲醤學

雑誌.第18巷昭和10年.2ト

　

満鍵衛生課,東

京馨事新誌,295琥･昭和10年．29）廣木等,東

京暦事新誌.3009琥．昭和11年.

　

30）廣木等，

東京醤事新誌.3020,3021胱．昭和12年.

　

31）

廣木等,東京醤事新誌. 3068技.昭和13年. 32)

王,張，東京醤事新誌. 3069琥.昭和13年.　33）

仙波・東京馨事新誌.3081琥.昭和13年.

　

34）

仙波，東京醤事新誌.3082琥.昭和13年．
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